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子どもの姿 はな組（年少児） 平成 31年 4 月 
幼稚園での生活が始まり，はやくも一か月が経ちました。入園式は大雨で，少しばかり残念でしたが，そ

の後は比較的過ごしやすい気候の中，主に園庭に出て，遊ぶ姿が多く見られます。お家の人との別れ際はま

だまだ涙する姿は見られますが，幼稚園での遊びを通して，また幼稚園の様々な教職員の方々や，そら組さ

んやことり組さんなど色々な人たちに見守られ，かかわってもらいながらいながら『幼稚園』という環境に

“安心”を少しずつ感じ始めている子どもたちです。すべてのものが“初めての出会い”であるはな組の子

どもたちの目をキラキラ輝かせ，心を動かし遊ぶ姿やそこに見られる育ちを毎月紹介したいと思います！ 

Ｃ 

「 

『ひらひらひら』・『わあ～かみなりかしら』 

 園庭には桜が満開。その桜も心地よい風に乗ってひらひらと舞い落ちてきます。

太鼓橋にのったＡちゃんの手のひらにたまたま桜の花びらは一枚くっついていま

した。その花びらを手から落とした瞬間，ひらひらと揺れるように太鼓橋から落

ちていきます。私は思わず「ひらひらひら～」と言いました。その言葉が面白か

ったのかＡちゃんは桜の花びらをもう一枚拾い落としました。「ひらひらひら～」

何度も何度も落としましました。 

ジャングルジムに登れたことが嬉しくて足をどんどん踏み鳴らすＢちゃん。『わ

あ～大きな音！かみなりかしら』私がびっくりした顔をして言うと，もう一度ド

ンドン足を踏み鳴らします。それを見ていた他の子どもたちも一緒になって『ド

ンドンドン』とジャングルジムの板を踏み鳴らしました。また「わ～びっくりし

た」というとまたドンドン踏み鳴らす，繰り返し楽しみました。 

繰り返し，もう一回 

ことり組さんやそら組さんが自分たちでつくった風車をもって園庭を走る姿が

見られます。はな組の子どもたちも欲しいかなと思い，それぞれの風車を用意し

ました。Ｂちゃんは歩くと回ることに気付き，それが面白くて自分も一緒円を描

くようにしてくるくると回りながら，ず～と風車が回るのを楽しんでいました。

ジャングルジムに登ったり，滑り台を滑り降りたり楽しむ姿があります。滑る

降り爽快感があるのでしょうか。「もう 1 回」といいながら繰り返し楽しむ姿が

みられます。 

先生が反応してくれ

ることが嬉しくて繰り

返し楽しむ姿です。一人

一人のやっていること

を丁寧に受けとめ，一緒

に楽しむことを大切に

しています。

子どもたちは楽しいこ

と、興味もったことを繰

り返し楽しみます。そう

することで心が満たされ

ていきます。やりたいこ

とを存分に出来る時間と

空間を確保していきたい

です。
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かあち～ん 

乗り物にのったり，お料理をつくったりすることを楽しんでいた Bちゃん。砂場での遊びにも興味がでてきて

ジョウロに水を汲んでは，流すことを繰り返し繰り返し楽しんでいました。降園時間が迫ってきたので，「Bち

ゃん楽しかったね。ママがもうすぐ来るからお片づけしよっか？」というと「かあちーん」といって涙を流し初

めました。そして，お母さんと通る通用門の所にいって泣くのでした。お母さんを見た後はホッとしている様子

でした。 

「お外で遊ぼう」 

担任の私をよりどころにして過ごすＡちゃん。「先生きて」「一緒に」と言いながら，園庭の遊具に登って

みたり，砂場のおもちゃを使って遊んでみたり，ブランコに乗ってみたりしながら少しずつ楽しいことを一緒

に見つけ始めています。ブランコも一人でできるけど「せんせいも」と言いながら，そばに私がいることで安

心して遊ぶ姿がみられました。 

ある日，Ａちゃんは準備が終えると，泣かずにお母さんのもとから私のもとにやってきて「先生お外で遊ぼ

う」と言ってきました。その時すぐに私は外に出て行くことができなかったので，「○○せんせいお外に行く

って。Ａちゃんも行ってみる？」とききました。○○先生も「Ａちゃん一緒にお外行こうか」と言ってくれま

した。するとＡちゃんは靴を履き替え，○○先生と共に園庭に出かけて行きました。しばらくすると太鼓橋に

のったＡちゃんの声が聞こえてきました『のはらせんせい～』保育室にいる私に笑顔で手を振ってくれました。

担任の私をよりどころにし，少しずつ遊び出している Aちゃんは，そばで過ごす事で少しずつ
安心できるようになってきたのでしょうか，お母さんの所から私の所に泣かずにやってきた姿，

「お外であそぼう」自分のやりたいことを言える姿，私だけでなく他にも安心できる先生を見つ

ける姿，少しずつ少しずつ“安心”が膨らんでいく姿へと変化していっています。

無我夢中になって遊んでいた Bちゃんですが，私の一言で，ふと我に返ったかのようでした。
いっぱい遊んだ疲れも相まって，急にお母さんが恋しくなったのかもしれません。けれども，も

う少ししたら，朝一緒に入ってきた門の所からお母さんが迎えにくるということも分かってい

る，幼稚園の生活の流れがなんとなく分かってきているという姿ではないかと思います。


